
唐 音 に 反 映 し た チ ・ツ の 音 價

　 　 　 有 　 坂 　 　秀 　世

　 國語 のチ ・ツ及びヂ ・ヅが 奈良朝時代に於 て各

ti・tu・di・du¢)音 であつ たこ と,又 それ らが室町

・末 期 の頃既 に で∫i
,tsu,　d3i,　dzuの 音 になつてゐ

た こ とは,今 日既 に定設に なつてゐ る。私が ここ

で考へ て見 ようとす るの は,そ の變遷時期が大體

何 時頃 で あつたか,と いふ ことで ある。

　 考證 の材料 としては主 に支那關係 の資料 を用 ゐ

な ければ な らないので,ま つ支那語 に於 け る舌音 ・

齒 吾 の變邏 を略述 してお きたv・Q(但 し,舌 昔 の中

でも,鼻 音 の こ とは今問題外 とす る。)ま つ,舌 頭

晋 は古 來t,d(denta1)の 昔 であつて,殆 ど變遷

が無 かった。 舌上 音は,隋 唐時代 には未 だ純粹 の

破 裂音で あつ て,そ の調音位 置は恐 らぐ現代英 語

のt∫ つis(choice)d3。i(joy)のt,　 dに 近V・ もの

で あつた らう。 併 し,中 原晋韻では既 に正齒昔 と

同 じア フ リカー タに轉 じてゐ る。 正齒 昔は 古 來

t∫,d3類 の アフ リヵ 一タで あつた。詳 し く言へ ば,

隋 唐時代 には二等cerebra1三 等palatalで あつた

が,中 原 吾韻で は既 に皆cerebralに な つてゐ る。

齒 頭音 は古來ts,　 dz類 の アフ リカータであつた

が,現 代北京 官話 では1,yの 前 では 口蓋化 されて

ゐ るo

　 さて,我 が國の天台宗及 び眞言宗 に傳 へ られ た

漢 晉 は,夲 安 朝初期(第 九世紀)の 頃北支那か ら

借 入 された もの であるが,普 通の漢呉音 に於け る

と同様,支 那語のts,　 dz(齒 頭 吾)t∫,　d37(正 齒

暑)類 のアフ リカ ータをすべて サ行ザ行の形で傳

、へ て ゐ る。 蓋 し,當 時 は 日本語のチ ・ツ ・ヂ ・ヅ

の 頭晋が な ほt,dに 近V・形で あ り,未 だ アフ リ

男 一タ化 して ゐなかつたか らで ある。舌上晋 は タ

行 ダ行 の形 で現 れて ゐる。 これは當時 の支那原晋

で は未 だ純 粹の破裂音 であつた 。

　 次 に,1院 政初期(第 十一 二世紀 の交)の 人明覺

は,悉 曇要訣 に於 て,「杭 州」 の宋音 をア ンシウ,

「行 者」 の宋晋 をア ンシヤ と記 してゐ る。　 ここで

も,正 齒晋(t∫)字 た る州 ・者 の昔 は未 だサ行 の
"假 名で表 されて ゐる

ので あ る。

　 鎌倉時代 に入 ると,こ の期 に轍入(1191年 以 降)

された臨濟曹洞系の唐晋は,今 もなほ禪寺で經文・

回向文等を誦するのに用ゐられてゐるが,そ れに

於ては,漢呉音の揚合 と同樣,支 那語のts,　dz(齒

頭音)tl,　 d　3(正 齒昔)類 のアフ リカータをすべ

てサ行ザ行の形で傳へてゐるo日 本語のチ ・ツ・

ヂ ・ヅの頭音が此の頃まで も未だ單純な破裂昔で

あつたことを知るべきである。 但 し,支 那語の舌

上晋は當時既にアフリカータ　 (t∫,d客)化 してゐ

たので,臨 濟曹洞系の唐音ではそれをもすべてサ

行ザ行の形で傳へてゐる。知客(シ カ)直 歳(ジ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぐ　　　　　　　　　　　　 くつ

ツスイ)竹 箆(シ ツペイ)火 箸(コ ジ)の や うな
　 　 　 　 む　　　　　　　　　　　　　　　　　　くコ

古 い唐晋語 に於 て,漢 呉音で タ行 ダ行 の晋 を持っ

字が サ行 ザ行 の音で讀 まれ てゐ るの も,此 の故 で

あ る。知客(シ カ)の 唐昔讀 みは,仙 覺 の萬葉 集

註釋卷 一(文 永六年1269)に 既 にその證 を見 禺 し

得 るもので あ る。又,大 體蒙 古襲來G274,1281)

頃 の 作 と推定 され る塵袋 には,「 畜生」の宋音 をシ

クサ ンと記 してゐ るので,第 十三世 紀末 にはチは

未 だtiに 近 い晋で あつ たことが證明 され る。

　 以上 は鎌倉時代 に輸入 された臨濟曹 洞系の庸晋

の特 色で あるが,江 戸時代に なつ て,承 應 三年

(1654)以 降 に輸入 され た黄檗昔,延 寶五年(1677)

に傳 來 した心越派 曹洞音,そ の他長崎 や薩摩 の唐

通 事が學習 した新 しい唐音 に於 て は,支 那 語 の

ts,　dz,　t∫,　d3(齒 頭 書 ・正齒音 ・舌上昔)類 の ア

フ リカータはすべ てツ ・ツア ・ツィ ・ツ ヲ ・チ ・

チ ヤ ・チユ ・チエ ・チ ヨ(濁 昔 も之 に准 す る)の や

うな形 で表 されてゐ る。tSa,　tsie(t∫e),　tSoカ ミ時に

ザ ・ゼ・ゾのや うに寫 され るこ とは あるが,そ の揚

合 には,普 通のsa,∫e,　 SOと 區 別す るた め,假 名の

右肩 に小圈 を附す るの を常 とす る。而 して,支 那

語 のti,　tuの 音 を表 すた めには特 にヂ(叉 はヂ)ド

のや うな表記法 を設けてゐ る。 これ らは,禪 僭系

統 の文 献 に も譯官系統の丈献に も共通 な表記法で

あ る。以上 の事實 は,チ ・ツ ・ヂ ・ヅが當時既 に

t∫i,tsu,3i(d3i),　 zu(dzu)の 歌 態 に まで發逹 し
'てゐた事情 を

,よ く反映 してゐ るo日 本標凖語 に

唹 け るチ ・ツ ・ヂ ・ヅの頭音 は,JeSU至t流 の羅馬



字 綴(ch{,　 t鐸,　gi,　zzu)に よつ て知 られ る通,り,

第 十六 七世 紀の交 には既にアフ リカー タになつて

ゐたのであ る。

　 そこで,チ ・ツ ・ヂ ・ヅの頭 音のアフ リカータ

化 は,大 體鎌 倉末期 か ら室町 中期 までの間 の何時

かに起つ た もの と考へ られ るので あるが,そ の年

代 を更 に一暦 詳 しく限定す る工夫は無い ものであ

らうか。室 町時代 の辭書類 に見 える唐書語の 中で

「子」の字 は椅 子(イ ス)帽 子(モ ウス)拂 子(ボ

ツス)段 子(ド ンス)桶 子(ツ ス)な どのや うに

一般 にはスと讀 まれて ゐるので あるが,唯 二つ の

例外が ある。 即 ち,楪 子(チ ヤ ツ)と 脚 踏子(キ

ャ タツ)と が これ である。 前 者は,橋 本先 生が吉

野時代叉は室町初期 の撰 と論 定 してお いでにな る

頓要集の 中に既 に存 す る もので あ り,後 者は文:安

元年(1444)の 序 あ る下學 集に既に見え る もので

ある。慶長八年(1603)出 版 の 日葡辭 典 を譯 した

:L6りn　Pag6sの 日佛辭 典(1S68)に は,前 者 を

Tchatsouと 記 し,後 者をKiatat　 ou　k{atat50uと

記 してゐ る。一體 「子」 の支那原昔 はts竃 なので

あ るか ら,日 本 語の ツがtsuの 晋 を持 つてゐ る時

代 な らば,「 子」の支那昔 は當然ツで模 倣せ らるべ

き筈であ る。 故 に,江 戸時代 に借入 された毯子 の

如 きはダ ンツウの晋 になつてゐ る。 然 るに,椅 子
　 　 　 　 　 くつ　む

(イ ス)帽 子(モ ウ ス)等 の如 く,古 人がかつて之

をスの形 で傳へ た といふこ とは,却 ちその當時 日

本語 のツが未 だtuに 近v・状態 に在つ たこ とを示

す ものでなければ な らない。　併 し,さ らば楪子

(チ ヤツ)脚 踏子(キ ヤ タツ)の 借入 され た時代 に

は 日本語 のツは既にtsuに なつて ゐた もの と考 へ

なければ ならないか,とV・ ふ と,必 す しもさ うで

は なV・。何故 な ら,ツ が未 だtuの 状態 に在つた

時代 には,日 本 人の耳に は,支 那音 節ts1は,言

は 虻ス(SU)と ツ(tu)と の 中聞晋の や うに聞 え

,た筈 であうか ら,そ れは スで模倣 され ることもあ

つ た らうが,時 にはツで模倣 され るこ とが無 かつ

た とも斷言 は萬來 なv・わけで あるQ殊 に,楪 子 や

脚 踏子 の場合 には,「楪 」や 「踏 」が入聲(恐 らく
F

は 韻 尾に聲門閉鎖音 を有す る もの)で ある關係 か

ら,そ の直後 に績 くts1.(子)のtが 常 よ りもい

くらか硬 く響V・た とV、ふ風 な ことは,有 り得 ない

ことではない(會 報41號6頁 參照)。 ●

　チの頭喬のアフリカータ化の年代を考へるため

に,多 少參考にな りさうに思はれる,のは,饅 頭屋

本節用集に見 えるシンス(正 使)で ある。これは

同書 シの部に 「正使副使」 フの部 に 厂副使正使」
　 　 　 　 　 　 　 シンス　フ　ス　　　　　　　　　　　　フ　ス シンス

と績けて禺され,唐 船使と註せ られてゐるもので,

即ち室町幕府から明廷へ派遣 された使節の首班 を

指す禪宗語である。 なほ,諸 回向清規式(永 祿年

間比丘楓隱編纂,明 暦三年刊行)所 牧の唐船新薦

に も,「大 日本國大明國差來使者正使比丘某等」と
　 　 　 　 　 　 　 　 ミンク サ ラィ ス　シヤシンス

見 え るo(L60n　 Pag6sの 日佛辭典 に``C:hlnsou,

シ ンス,ambassadeurs　 qui　 sont　 aU6s　du　Japoa・

en　Chine."と 一見えるのは此 の語の意義 の訛 簿 かo

但 し,複 數 になつ てゐるので,或 は何か別語 であ

るか も知 れなv・。)此 の語の使用 された始 ま りは・ 、

當然,明 との國交の開 始(14隻)1)さ れ た應永以後

のこ とで なけれ ばな らなv・。 然 るに,此 の語 に於

ては,正 齒晋 た る 「正」の晋が チ ンで はな くて厂シ

ンとなつてゐ るので,こ の點 か ら見 る と,應 永頃

にはチは未 だtiに 近 い状態 に在つ たか のや うに ・

見 え る。併 し,こ れ亦 確實 な證 據 とは な り得 ない。

何故 な ら,當 時 は禪宗渡來以後年既 に久 しく,各 寺

院 で經文 ・回向文等 を誦 するのに用ゐ る唐音 も既

に傳統的 に固定 して しまつてゐた こと と思 はれ,

從 つ 宅,そ の固定 した唐音を以 て新 しい語 を も讀

む といふ ことは,有 り得 べ きことだ か らであ る。

例 へば,紹 明(ゼ ウ ミン)拔 隊(バ ツスイ)の や

うな 日本 人名 を唐 音で讀む揚合,古 人 は果 してそ

の當時 の活 きた支那 音 を用 ゐた もので あ らうか⊃

否,恐 ら くは ただ傳統的 な唐音 を用 ゐて禪宗 趣味

を滿 足 させた ものに過 ぎなv・で あらうo又,後 金

の太 宗が國 號 を清 と定 めたのは我が寛永十 三年

(1636)の こ とで,そ の頃 日本語の チが翫 にt∫1の

音 で あつた ことは疑 ふ餘地 も無V・。　 然 らばts`io

(清)は 當然 チ ンと模倣せ らるべ き筈 で あつ た の

に,日 本人 は之 をシンと呼んで ゐる。 蓋 し,臨 濟

曹洞系の傳統的 唐音 では 「清」の字 を常 に シンと

讀 み慣れ てゐたので,そ の習慣 に擦 つた もので あ

ら う。江 戸時 代初 期 に於 て古臨 濟曹洞系唐昔が な

ほ相 當に活 用 されて ゐ た こ と は,慶 長 十 七 年

(1612)以 降 の聚分韻 略の刊本 に此の系統の唐 音 を
　 　 　 　 ら



附 し,i索引に便な らしめてゐることによっても知

られ うのである。『(但し,後には天和三年版増釜三

重韻 ・元祿十一年版三:重韻等の如 く,江 戸時代の

新 しv・唐音を多量に混 じたものも現れて來た。叉,

全 く唐音の記載の無い刊本 も有 ることは勿論であ

る。)

　次に・支那人の側から日本語を:觀察.した史料を

求めて見ると,ま つ,鎌 倉最初期の目本僣安覺(備

中の人)の 發昔を南宋人羅大經(江 西省廬陵の人)

が漢字で音譯 した例が,鶴 林玉露人集卷四に出て

ゐる。その中に日本語のクチ(ロ)を 「窟底」と

記 してゐるのであるが,「底」は端母(t)の 字で

ある。 この安覺が,果 して:充分標凖晋に熟逹 して

ゐたものであるか,そ れとも備中の方音を以て語

つた ものであるかは,明 かでないが,た とひこれ

が備中の方昔であつた として も,兎 に角,第 十:二

世紀末頃京都に比較的近V・地方になほti音 の存

したことを知 らしめる材料 として注意すべきもの

である。

　次に,元 末明初(第 十四世紀)の 人陶宗儀(浙

江省黄巖の人)は,書 史會要卷八の中に,日 本僭

克全大用か ら敏はつた 「いろは」の讀み方を記 し

てゐる。その中に、「ち」を 「啼又近低」と註 し,

「つ」を 「土平聲又近屠」と註 してゐる。 この中

「低」は清音のチに,「啼」は濁晋のヂに,「土」は

清音のツに,「屠」は濁昔のヅに充てられたものと

思ふが,詳 しV・考證は他 日に讓 りたい。 ここでは,

ただ,こ れ らの文字がすべて舌頭音(t,d)に 屬

するものであり,從 つて克全大用のチ ・ツ ・ヂヅ

は寧ろti加,　 di,4uに 近い音であつた らしい,と

いふことを明かに しておけば足る◎

　 明代の支那人の著書の中で,日 本語を音譯 した

例は甚だ多い。 その中,比 較的古い史料 として,

定州の薛俊の著 した 日本寄語を見ると,日 本語の

ツ ・ヅに樹 して:達子(立)埋 組(等 待)番 助加水
　 　 　 　 　 　 　 　 む　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　む

水(愧)胡 子(打)卒 腱(爪)埋 止(松)芸 多子
　 　 　 　 　 む　　　　　　　む　　　　　　　　　　　くラ　　　　　　　　　　 リ

(一)扶 逹 子(二)密 子(三)學 子(四)意 子子
　 　 　 　 　 む　　　　　　　　　む　　　　　　　　　む　　　　　　　　　む　む

(五)乃 乃子(七)个 个乃子(九)等 の如 くアフ リカ
　 　 　 　 リ　　　　　　　　　　　　　む

一タを頭 に持つ原音を有する漢字を充てた揚合 と

禿計(月)禿 智(土)明 東(水}明 東楷泥(水銀)
O　 　　　　　　　　O　 　　　　　　　　　　O　 　　　　　・　　 O

∴故都(年 紀)何 面凸辣水(久 不見)晒加藤計(酒
　 　 　　　　　　　　　　　　　　 む　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

盞)骨 都(靴)等 の如 く單純な破裂音を頭に持っ
　 　 　 む

原音 を有する漢字を充てた揚合とが相 混 じて ゐ

る。チ ・ヂの例は多か らす,そ の確實な ものは禿

智(地)翕 知(公)何 治(叔)亞 姉吉乃乃水(無
む　　　　　　　　　くラ　　　　　　　　 くラ　　　　　　　　　くラ

情)打 祭(大 刀)等 の如 く概ねアフ リカータを頭
　 　 　 む

に持つ原音を有する漢字で表されてゐるが,不 確

實 な例をも加へるならば,倭 逹的援(起 身)高 高
　　　　　　　　 　　　　　　 む

的姚鎮廬(好)的 个(近)の やうに,單 純 な破裂
む　　　　　　　　　　　　　　　　

音 を頭 に持 っ原音 を有 する漢字 がチ に充てて ある

か と疑 はれる場合 も無V・ではなV・。 この 日本寄語

は.陶 王廷の読郛績 篇に牧 め られ,更 に　 Joseph

Edkins:AChinese　 and∫apanese　 Vocabulary　 of

the　Fifteenth　 Century,　 with　 Notes,　 Chieaゾon

Pronunc1ation　 (Transactions　 of　 the　 As三atic

Society　 of　Japan,　voL　 X.1882・)に 飜 刻 さオ簒 ゐ

る。 これ に よつて,當 時 日本語 のツ ・ヅ(或 はチ

・ヂ ・ツ ・ヅ)の 頭音が單純破裂昔か らア フ リカ

ータへ と漸次移行 しつ 」あつた1伏態 を見 ることが

出來 る。 但 し,こ の書史會要や 日本寄語 に寫 され

た 日本音が何處の方音で あるか は,未 だ明かで な

いo

　 次に,日 本一鑑の著者鄭舜功は、嘉靖三十四年

(1555)か ら同三十六年(1557)ま での間豐後に滯

在 した人であるが,そ の記載する所の 日本語彙表

に於ては,太 茲(立)邁 茲(待)法 茲佳世慕(辱)
　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　 む　　　　　　　　　　くラ

烏茲(打)茲 蔑(爪)邁 茲(松)付 大妓(一)付
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　ごフ

太茲(二)欲 茲(四)易 茲妓(五)奈 奈茲(七)
　 む　　　　　　　　　くラ　　　　　　　　　くコ　む　　　　　　　　　　　　

課課奈茲(九)茲 氣(月)茲 致(土)密 茲(水)
　 　 　 くラ　　　　　　　む　　　　　　　　　　くラ　　　　　　　　　　　 　　

密茲佳業(汞)腮 佳茲氣(甕)固 茲(履)等 の如
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

く,日 本 語のツ ・ヅに封 してはすべて一律 に 「茲 」

を充 て,又,茲 致(土)阿 致:(舅)阿 致(叔)致
　 　 　 　 　 　 　 む　　　　　　　　　くラ　　　　　　　　　くラ　　　　　　　む

佳世(近)等 の如 く,日 本語のチ ・ヂに封 しては

すべて一律に 「致」を充ててゐる。 而して・これ

らは共にアフリカータを頭に持つ原音を有す る漠

字である。故 に,:第十六世紀の中葉に於ては・チ

・ツ ・ヂ ・ヅ殊にツの頭音の アフリカーク化に於

て近畿地方等 より概 して遲れたやうに見える九州

地方に居てさへ も,チ ・ツの標凖的な音 として舜

功が認めた ものはt∫i,tsuだ つたのである。



　 その後・萬暦(第十六七世紀の交)頃 め人侯繼高

の著 した全浙兵制の附録 日本風土記に見える肩本

語彙表は・直接又は間接に日本寄語の影響を受け

た點が認められるに拘 らす,日 本語のチ ・ツ ・ヂ

・ヅに對 しては,逹 子(立)埋 租(待)番 助山水
　 　 　 　 　 　 　 　 　 む　　　　　　　　　くラ　　　　　　　　　くラ

水(羞 愧)胡 子(打)卒 迷(指 甲)埋 止(松)許
　 　 　 　 　 　 む　　　　　　　くラ　　　　　　　　　　　　　む

多子(一)勿 達子(=:)密 子(三)欲 子(四)意
　 む　　　　　　　　　　　くラ　　　　　　　　 む　　　　　　　　　む

子子(五)乃 子(七)箇 匕那子(九)紫 氣(月)
O　 o　 　　　　　　　　O　 　　　　　　　　　　　　O　 　　　　　　O

紫七(土)密 辭(水)骨 子(靴),又,紫 七(土)
　　　　　　　　　　　　　くコ　　　　　　　　　くラ　　　　　　　　　　　　　　 くつ

翁之(公)谷 和治許(叔)亞 姉吉乃乃水(無 情)
　 む　　　　　　　　　　　　くラ　　　　　　　　　　　む

等の如 く,す ぺてアフリカータを頭に持つ原晋を

有する漢字を充て,日 本寄語で破裂晋字 を充てて

ゐるツキ(月)ツ チ(土)ミ ヅ(水)ク ツ(靴)
　 　 む　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　くつ　　　　　　　　　ぐラ

に就いてはわざわざその譯字を改めてゐる。但 し

かの倭達的綏(起 身)高 高的姚鎖:盧(好)的 个
　 　 　 　 む　　　　　　　　　　　　　　　くラ　　　　　　　　　　　　　む

(近)だ けは原形のま岨沓襲 されてゐる。 思ふに,

ツキ(月)ツ チ(土)等 のや うな有 りふれた語形

とは異なり,こ れらは本來談記せ られたもの,或

は特殊の訛言であつたため,そ の後の人の新 しV・

見聞によつて譯字を訂正することが出來す,止 む

を得すそのま 丶傳へ られて來た ものであらうo

　 なほ,天 啓元年(1621)に 成つた茅元儀の武備

志にも日本語彙表 を載せてゐるが,こ れは(恐 ら

く籌海圖編を媒介 として)日 本寄語の内容 をその

ま 玉牧録 したものに過 ぎなV・から,武 備志撰述當

時 の日本語の歌態 を示す史料 とはな り得ない。

　 之を要するに,チ ・ツ ・ヂ ・ヅの頭音は,標 凖

語 に於ては,第 十三世紀末頃までは未 だ單純な破 ・

裂昔であつた らう。それが第十六世紀末には既に

アフリカータに變化 してゐた)そ の變遷の年代は

未だ之 を明かにすることは出來なV・が,恐 らく徐

汝に變つて行つた ものであ らう。而 して,現 代諸

方言の状態から推すに,一チ ・ヂの頭音のアフ リカ

ータ化は,ツ ・ヅの頭音のアフ リカー化より.も,

一足先に起つたもののやうに思はれる。又,ア フ

リカータ化の年代は,地 方によつて種 々さまざま

である。 例へば,關 東地方には奈良朝時代 に於 て

既にチの頭音 としてアフリヵ一タ化を持つ方言が

有った(方 言第五卷第三號所載拙稿 「奈良朝時代

束國方言のチ ・ツについて」參照)。之に反 して,

土佐 ・九州等には,現代もなぼツ・ヅを如,duの 形

で保存 してゐる方言が有るのである(會 報46號 所

載吉町義雄氏 「九州方言に於けるti,　tu,　di,　du

の殘存」等參照)oな ぼ,チ ・ツ ・ヂ ・ヅの頭昔の

アフリカータ化は,琉 球諸方言に於て も,本 土の

諸方言と相並行 して起 り,首 里:方言(?)に 於て

は,キ6ギ の頭音のアフ リカータ化に先立ち,既

に海東諸國紀附録語習飜譯(1501)の 時代には完

成 してゐたのである◎現代首里方言に於てuti:0

(落つ)のtが アフリカータ化 されてゐない理由に

つV・では,か つて 「母習交替の法則について」(會

報34號)の 中で卑見を述べたことがある。(絡)




